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【要  旨】  
既存の人工血管の欠点を補うために、埋稙前は生体吸収性素材で作成した人工
血管でありながら、体内にて完全に消失しながら完全自己組織化する in-situ 
Tissue Engineering Vasculature (iTEV)を作成した。今実験ではビーグル犬の
下大静脈に iTEV を埋稙し血管平滑筋細胞の再生度を 1，3，6，12，24 か月にて
各群間で評価した。続いて iTEV の埋稙時に埋稙部分より切離した正常血管と埋









って、 iTEV は人工血管の代替となり得ると期待される。  
